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岐阜県福祉サ－ビス第三者評価事業評価結果表

① 第三者評価機関名

特定非営利活動法人 岐阜後見センター

②事業者情報

名 称： 瑞浪市立一色保育園 種別： 保育所

代表者氏名： 千 藤 尚 代 定員（利用人数）： ２５０ 名

所 在 地： 瑞浪市寺河戸町１９０番地の１ ℡ ０５７２－６７－１８１７

③総 評 評価調査日：平成 22 年 9 月 7 日、9 月 9 日

◇特に評価の高い点

瑞浪市立８保育施設のひとつである一色保育園は、市が平成１６年から進める幼保一環教育を

実施している。８か月～４歳児が対象児であり、５歳児は瑞浪幼児園(保育部・教育部選択)にて

就学前教育が行われる。今後市の計画では更に３歳から幼保一体化を進め、その整備は平成２６

年度までに市内全園で完了する見込みである。

当園は市の中心部に位置し、その周りはアパート・マンション、戸建などの住宅、また国道沿

いには様々な店舗が立ち並ぶといった市街地である。利用者の多くは共働き家庭で、しかも核家

族であるので、当園の保育ニーズは都市型であると考えられるが、同じく市中心部にある市立保

育園とともに、より幅の広い延長保育の実施などでそれに応えている。

園舎は昭和５４年築であるが、丁寧に使われ、園庭の拡張、廊下部分の増床、未満児室の改築、

保育室へのエアコンの設置など快適性を高める改修が加えられてきている。園庭は３・４歳児の

４クラスが互いに干渉せず、それぞれの活動に集中できるスペースが確保されている。構造上は

戸外である廊下が広く増床（拡幅）され、その幅に長く張り出す庇（ひさし）と相まって雨の日

にも遊べる利便性の良いテラス（ベランダ）があり、外観上のアクセントにもなっている。平成

２３年度には建物全体の大規模な改修が予定されている。

管理面及びサービスの質の担保においては、園の実情に合わせた様々な工夫が各種マニュアル

で確認できた。各種マニュアルは作成の段階から新任者にも一読して分かるよう配慮されてい

る。安全管理は行き届き、例えば園庭の遊具ひとつにも担当者名を記すというように責任の所在

が明確にされていた。この様な安心できる環境の中で子ども達の姿は伸び伸びとして、そして生

き生きとした様子が見て取れた。園長が職員の個性を十分把握し、なおかつ長所を伸ばす指導を

実践されていることが伺えた。

今後の検討課題として付け加えるならば、一つは保育システムとして４歳児までと５歳児と分
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けられる事のメリットとデメリットである。５歳児を保育する瑞浪幼児園は隣接する小学校との

交流がメリットではあるが対象児童は年長児のみである。また当園は年中児までの保育であるの

でメリットの享受は困難である。昨今の少子化によって家庭では得られにくくなった異年齢交流

の機会や効用という面からは一考されたい。これは幼保一体への完全移行とともに解消するもの

でもあろうが、その間の対策の検討について期待する。

もう一つは地域へのアピールである。市が設置する「子育て支援センター」は市内に３か所あ

り、この地区では他の市立保育園がその役を担っている。しかし当園は利用人数が市内１～２番

という大規模保育園でもあるので、現在、適宜応じておられる相談・子育て支援機能について、

利用児であるなしに関わらず地域の子育て支援の拠点施設として、さらなる広報に期待するもの

である。

◇改善を求められる点

④第三者評価結果に対する事業者のコメント

今回、第三者評価を受審するに当たり、当園の日頃の保育を見直すとても良い機会となりまし

た。多くのチェック項目を評価基準に沿い検証していくことで、新たに再確認できた項目やマニ

ュアルの見直しにより、充実したマニュアル作成に繋がりました。各活動のマニュアルを 1 冊の

ファイルにまとめ全クラスに配備し、どの職員がどこのクラスに配属されても、そのマニュアル

により即保育に従事できるようになった事は大きな成果だと考えます。全職員が各マニュアルを

共通理解し、園児たちの最善の利益に繋ぐ保育活動が展開出来るようになってきていることを今

強く実感しています。

高評をいただいた項目は、今後もさらに PDCA サイクルを継続し積極的に取り組んでいきたい

たいと思います。又、今後の課題となった項目については、即検討し実践に繋げたいと思います。

4 歳児までの入所体制である当園のデメリット面は、今後国の動向を把握しながら市側との検討

により 3 歳児からの幼保一体化実現で改善に繋がるよう進めたいと思います。もう一点の地域へ

のアピール不足は今後、園からの積極的な発信により、子育て支援の機能の充実が図れるよう計

画し、実践に繋げたいと思います。保護者・地域とのよりよい連携、子育て支援の充実、幼保一

体化に向けての取組みも検討し、さらに質の高い保育サービスを提供し『安心して預けられる園

つくり』をこれからも目指して努めたいと強く受止めています。

そして、これからも一色保育園の明るい笑顔いっぱいの子ども達と職員で、日々の保育を楽し

んでいきたいと思います。

⑤評価細目の第三者評価結果 （別添）


